
令和元年度 指定管理者制度導入施設評価について 

 

１ 趣旨 

  本市では、市民体育館など４つの施設に、適正な管理運営を確保しつつ、市民サー

ビスの向上と管理経費の縮減を図るために、指定管理者制度を導入しています。 

  このたび、平成２８年４月から令和３年３月までを指定期間としているこれらの施

設について、指定期間満了が近づいていることから、施設の管理運営状況等を検証

し、今後の管理運営に活用するため、指定管理者制度導入施設評価を実施しました。 

 

２ 評価対象施設 

番号 施設名 指定管理者 所管課 

 １ 向日市民温水プール ゆめパレアむこう共同事業体  

（代表者）（株）オージースポーツ 

地域福祉課 

 ２ 健康増進センター ゆめパレアむこう共同事業体  

（代表者）（株）オージースポーツ 

地域福祉課 

 ３  向日市民体育館 (公財)向日市スポーツ文化協会 生涯学習課 

 ４  向日市福祉会館 (福)向日市社会福祉協議会 地域福祉課 

 

３ 実施方法・進め方 

評価 時期 評価者 内容 

１次 R1.10 

～R2.1 

所管課 ○評価シート作成 

 (評価項目) 

  ・運営状況   ・管理状況 

・危機管理対策 ・歳入歳出の状況 

○アンケート調査 

○指定管理者へのヒアリング 

２次 R2.2 評価担当課 ○評価シートに基づく評価担当課（財政課・総

務課（法令・契約））による評価 

３次 R2.3 指定管理者制

度導入施設外

部評価委員会 

○２次評価を踏まえた外部委員による現地視

察・評価 

最終 R2.8 － ○３次評価の内容を確認し、最終評価として決定 

 



指定管理者の名称

担当部署 判定理由

　令和元年度　指定管理者制度導入施設　評価結果

通し
番
号

施設名 設置目的 指定期間

・施設の利用の許可に関すること
・施設の利用料金の徴収、減免及び還付に関すること
・施設及び設備の維持管理に関すること
・介護予防事業に関すること
・自主事業の企画及び実施に関すること
・施設の利用促進に関すること

4 向日市福祉会館

社会福祉法人　向
日市社会福祉協
議会 市民福祉の増進及び

福祉意識の高揚を図
る

H28.4.1
～

R3.3.31

3 向日市民体育館

公益財団法人向
日市スポーツ文化
協会

生涯学習課

地域福祉課

・市民自ら健康づくりを実践し、知識を習得するための事
業
・市民の要介護状態を軽減し、若しくは悪化を防止し、又
は市民が要介護状態となることを予防するために行う運
動及び知識習得のための事業
・上記の他市長が必要と認める事業

・利用の許可に関する業務
・施設及び付属設備の維持管理に関する業務
・福祉活動支援及び福祉情報の提供・研修・相談

実施事業の概要

・体育館の利用の許可に関すること。
・体育館の利用料金の徴収、減免及び還付に関するこ
と。
・体育館の施設及び設備の維持管理に関すること。
・体育館の自主事業の企画及び実施に関すること。
・体育館の利用の促進に関すること。

H28.4.1
～

R3.3.31

市民の健康の保持増
進を図るため、市民
自らが行う健康づくり
の支援と介護予防を
目的とする

市民の健康づくりと体
力向上を図り、もって
市民のふれあいを高
めることを目的として
設置する。

H28.4.1
～

R3.3.31

市民の健康で文化的
な生活の向上を図る
ため、スポーツをはじ
め交流活動や催物な
どの用に供する。

H28.4.1
～

R3.3.31

2

ゆめパレアむこう
共同事業体
（代表者）
　株式会社オー
ジースポーツ

地域福祉課

ゆめパレアむこう
共同事業体
（代表者）
　株式会社オー
ジースポーツ

地域福祉課

向日市民温水プール

健康増進センター

1

評価結果

自主事業により運営状況が良好であると見受けられる。安
全対策や設備の維持管理など、全体的に適切に運営されて
いる。乳児から高齢者までを対象とした健康増進に貢献でき
ている。

自主事業により運営状況が良好であると見受けられる。災
害が起きた際の避難経路について課題があるように思われ
るが、全体的には適切に運営されている。健康増進に貢献
できている。

設備や備品の管理などが適切に行われていたが、今後につ
いては、利用者の要望に応じたトイレやロッカー等の改修が
必要と考えられる。

総合評価

Ｂ

Ｂ

Ｂ

福祉事業について、対象の幅も広げられており、努力してい
るのが見受けられる。評価シートにおける経費の推移のみ
で見ると赤字が続いているため、今後に不安が残る。全体
的な管理運営については適切に行われている。

Ｂ

A：協定内容又は要求水準等に対して優れている。 B：協定内容又は要求水準等に対して良好である。
C：協定内容又は要求水準等に対して課題がある。 D:協定内容又は要求水準等に対して改善の必要がある。


